PVA テンカ ニヨル モルタル オヨビ コンクリート ノ タイキュウセイ コウジョウ ニ カンスル ケンキュウ by 田村, 悟士
氏     名 田 村 悟 士
学 位 の 種 類  博   士（工  学） 
学 位 記 番 号  第4559号 
学位授与年月日  平成16年9月30日 
学位授与の要件  学位規則第４条第１項該当者 
学 位 論 文 名  PVA添加によるモルタルおよびコンクリー トの耐久性向上に関する研究 
論文審査委員  主 査 教 授 山 田   優   副主査 教 授 北 田 俊 行 
         副主査 教 授 小 槻   勉 
 
論 文 内 容 の 要 旨 
コンクリート構造物の耐久性向上が重要な課題として認識されるようになった近年、さまざまな混和材料を
コンクリートに添加することで、耐久性の向上を図ろうとする試みがなされている。その中の一つとしてポリ
マー混和剤が注目されているが、コストの面などから広く普及するに至っていない。そこで本研究では、PVA
が比較的低コストであり、鹸化度が高い場合に添加効果が期待されることに着目し、PVAの添加がモルタルま
たはコンクリートの強度特性および耐久性に及ぼす効果等から、PVAのコンクリート構造物への適用性を検討
した。 
第1章では、本研究の目的と位置づけを述べた。 
 第2章では、まず，PVAをコンクリートに添加することで、コンクリートの静的強度および疲労強度が向上
することを室内実験により確認した。また、強度を向上させるための最適な添加量および養生条件が存在する
こと、強度向上は水密性の改善によることを示した。 
第3章では、PVAを添加したコンクリートの収縮性状を検討するため、室内実験および現場実験を行い、乾
燥および温度変化などによる収縮ひずみが、コンクリート部材の形状・寸法、養生時の環境条件により変化す
ることを示した。また、この収縮性状からコンクリート構造物への適用性を検討した結果、PVAの添加効果が
強く発揮されるのは、マスコンクリートなどの厚みのある部材であり、壁部材などで使用する場合には硬化後
早期に乾燥させないなど、品質管理に注意が必要であることを示した。 
第4章では、PVAを添加したコンクリートの外的劣化要因に対する抵抗性について、促進中性化試験および
凍結融解試験により検討し、PVAを添加することで水密性が改善され、抵抗性が向上することを示した。 
第5章では、PVAを添加したモルタルとコンクリート部材との接着性能とPVAの添加量、下地処理の種類な
どの各種要因との関係を調べる実験を行い、断面修復材としての適用性について検討した。適切な量のPVAの
添加により、断面修復材の要求性能として特に重要な下地コンクリートとの接着力を高めることができ、PVA
添加モルタルが断面修復材として適用可能なことを見いだした。 
最後に、第6章では、第2章から第5章で得られた結論をまとめた。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
セメントを用いたコンクリートまたはモルタルは、コンクリート構造物を構成する重要な要素であり、通常、
鉄筋あるいは鉄骨と組み合わせて使用される。したがって、構造物の耐久性を支配する主因子は、コンクリー
トやモルタルの耐荷力と、鉄筋や鉄骨の腐食を防止するために必要なコンクリートの空気や水の浸透を遮断す
る能力である。近年、新幹線や高速道路などの重要構造物でも見られたコンクリート構造物の早期劣化がその
ことを端的に示している。 
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コンクリートやモルタルのこれらの能力を向上させる方法として、ポリマー混和剤の使用が検討されてきた。
しかし、施工性が悪いことなどから、天井や壁などの仕上げ用のモルタルに使用されている程度であった。本
論文の著者は、セメントにポリビニルアルコール（PVA）を添加することによって、施工性を損なうことなく耐
久性に優れたコンクリート構造物を構成することができることを初めて明らかにしている。 
従来、混和剤に用いられていたPVAは、水溶性で作業性に優れたエステル残留PVAである。このものはコン
クリートの強度や耐久性能を改善する効果は低いものとされていた。本論文の著者は、この残留エステルをア
ルカリの作用でアルコールと酸に分解させた、いわゆる鹸化度が99％のPVAに着目し、このPVAをセメントに
5％程度添加することによって、コンクリートの水密性が改善され、硬化後の強度、特に耐久性能として重要な
水中での疲労強度が向上することを新たに見出している。このものは、乾燥などに伴う収縮ひずみが小さく、
亀裂が生じにくいためコンクリートの中性化速度も遅くなり、結果として鉄筋や鉄骨の腐食を抑制する効果を
もつ。また、これらに加えて凍結融解抵抗性も向上することを明らかにし、鹸化度99%のPVAの混和剤として
の有効性を基礎的な立場から論述している。 
 さらに、この基礎研究の成果を実証する目的で、野外の大型供試体を用いた実験ならびに実工事に鹸化度
99％のPVAを用いて試験施工を行い、施工性が良好であることを確認している。また、すでに劣化して断面欠
損しているコンクリート構造物の補修のためのPVA添加モルタルを断面修復材として適用できることを、コン
クリートとの接着強度を詳細に調べることによって明らかにしている。 
 以上のとおり、本論文の著者は、実用的なコンクリートの耐久性能の改善方法を生み出すことに成功してい
る。これらの成果は、コンクリート工学および建設材料学の発展に寄与するところが大きい。よって、本論文
の著者は、博士（工学）の学位を授与される資格があるものと認める。 
 
